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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 
 

学校名 七里ガ浜高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
全日制・普通科 

 

１  学校のミッション 

【スクール・ミッション】 

〇 全日制の課程学年制普通科を設置する高校として、生徒の特性や地域・学校等の実情

を踏まえ、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の実現に応えるよう、学力の育成、豊

かな人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめざした教育課程を適切に編成

する。 

〇 生きる力を支える確かな学力、豊かな心、健やかな体のバランスのとれた人材育成を

めざして、信頼と協調の精神や社会性、国際的な視野に立った豊かな教養や総合的な判

断力等、これからの時代に求められる資質・能力の育成のための教育に取り組む。 

〇 生徒の思考力・判断力・表現力や自ら課題を発見し解決する力を育み、主体的に学ぶ

意欲を高めることができるよう、主体的・対話的で深い学びの実現をめざした不断の授

業改善の実施や、視野を広げ、豊かな人間性と社会性を育成するための国際理解教育の

推進等、教育活動の充実に取り組む。 

 
２ 学校教育目標 

〇健全な精神と身体を育成し、自主自立の精神を養い、確かな学力を身に付け、学力・体

力・精神力のバランスの取れた人物を育成する。 

〇学校生活を通して社会生活の基礎を身に付け、信頼と協調の精神を養い、社会性を育

む。 

〇国際交流などの視野を広げる取組を通して、豊かな教養を身に付け、総合的な判断力を

養う。 

〇生徒が、学校生活や自らの進路実現に主体的に取り組めるよう支援に努めるとともに、

学校からの情報発信を積極的に行い、信頼される学校づくりを推進する。 

 
３ 計画策定時点での課題 

◯主体的・対話的で深い学びの実現をめざした授業実践に向けた組織的授業改善の継続 

 国際的な視野に立った豊かな教養や総合的な判断力等の育成 

◯主体性の育成とＳＣ・ＳＳＷ・外部機関等と連携した支援の継続と充実 

◯キャリア教育の充実と目的意識を持って学習に取り組む姿勢の育成 

◯地域等との連携事業の継続と充実 

◯教育環境の整備と学校の取り組みの情報発信 

風通しの良い職場環境の醸成と組織的な学校運営による校務の効率化 

 
 
 
 
 
 
 
 



４ ４年間の目標と主な方策 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇生徒一人ひとりの確か

な学力の向上を図り、

進路実現に向けた支援

を推進する。 

〇国際理解教育等を通し

て、生徒一人ひとりの

自立に向けて、視野を

広げ豊かな人間性と社

会性を育成する。 

〇生徒が主体的に学び、言語能力や

論理的思考等の育成を図るため、指

導と評価の一体的な視点から授業改

善を行うとともに、情報リテラシー

の充実に取り組む。 

〇国際交流の機会を通じて、豊かな

人間性や表現力等を高め、国際社会

で活躍できる人材の育成を目指す。 

２ 生徒指導・支援 

〇生徒のさまざまな活動

の主体性を尊重し、生

徒に向き合って、リー

ダーシップを育成す

る。 

〇生徒一人ひとりの個に

応じた支援体制を充実

させる。 

〇学校行事等の機会を通じて、生徒

の声や意欲に向き合い、生徒自らが

課題を発見・解決できるよう生徒の

活動を支援する。 

〇ＳＣ、ＳＳＷ、外部機関等と連携を

図り、サポートドック等を活用した

教育相談体制の充実を図るととも

に、チーム学校として生徒の支援体

制の更なる充実に向けて取り組む。 

３ 進路指導・支援 

〇キャリア教育を充実さ

せ、目的意識を持って

学習に取り組む姿勢を

育む。 

〇キャリアガイダンス等の機会を通

じて、生徒自らが目指す将来像を明

確にし、希望の進路選択ができるよ

う、意思決定力を高めるための支援

を行う。 

〇インターンシップ等体験的な学習

の機会、各種試験を有機的に結び付

けた丁寧な支援を行う。 

４ 地域等との協働 

〇地域等への貢献活動や

教育力の活用を通し

て、地域に信頼される

学校づくりを推進す

る。 

〇ボランティア活動や地域貢献活

動、地域防災等の機会を通じて地域

との連携体制の充実を図る。 

〇地域住民や同窓会、ＰＴＡ等とい

った潜在的な教育力の活用等に向け

て積極的に取り組む。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇安全・安心で充実した

教育環境の整備に努め

るとともに、学校の取

り組みの情報発信に努

める。 

〇教員の働き方改革を推

進し、組織的な学校運

営と校務の効率化を図

る。 

〇ＩＣＴ機器を始めとする教育環境の

整備・維持に努める。 

〇本校の教育活動に対する理解を広

めるためＨＰ等を活用した積極的広

報活動を行う。 

〇校内での業務改善に向けて、職場

環境の改善や業務内容や量、分担の

見直し等について検討するととも

に、併せて事故防止の徹底を図る。 

 


